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持続可能で質の高い
社会資本整備の実現(SDGs)
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公共施設の個別施設計画

個別施設計画の見直し

公共施設との複合化・共用化の検討,管理運営等の見直し

適正規模・適正配置の検討（方針）

実施計画
等

再編計画

①
詳細な

将来
推計の

実施

②
学校規
模、通
学路状
況整理

③
適正

規模の
定義

④
基本

方針の
検討

⑤
検討

単位の
設定

⑥
対応策
の検討

⑦
当面の
対応策
の検討

①
人口動態を踏まえ
た学校運営や学校

施設の在り方の
見直し

③
対応策の

検討

②学校での共通課題

・プールの老朽化
・地域対応施設との連携
・特別支援学級の増加
・先生の負担軽減 等

①
施設情報の

一元化・
見える化

②
施設整備

方針の
見直し

③
修繕・改

修・建替え
のシミュ

レーション

④
実施計画の

見直し

⑤
継続的な

運用方針の
見直し

⚫ 使われ方の変化への

柔軟な対応

⚫ 脱炭素・省エネルギー化，

自然素材の利用

⚫ 維持保全・改修に対する

適切な配慮

〇〇個別施設計画

各
個
別
施
設
計
画

個別施設計画
（学校）

個別施設計画
（インフラ等）

公共施設等
総合管理計画

（平成28年度）

総合管理計画の
見直し

（令和５年度末）

適正規模
適正配置

管理運営の
見直し等

個別施設計画
(公民館・図書館)

個別施設計画
(一般公共施設)

個別施設計画
（公営住宅）

学校施設等の部局横断的な実行計画（各種実行計画）

⚫ 個別施設計画と
整合性をとる

⚫ 効果を明確化

部局横断的な

検討の実施

実施計画
等

実施計画
等

各種計画の整合性

及び連携

（公共サービスレベルの向上と
コストの最適化）

人口動態等を踏まえた学校運営や学校施設の在り方の見直し（将来変化への柔軟な対応）

過去 ～ 現在 今後１０年の詳細推計 １１年以降～３０年後の推計（方向性）

業務分析(学校運営等の在り方の見直し)

⚫ 公共施設の老朽化状況
⚫ 利用状況等の把握

改善案の検討課題抽出
（評価・分析）

（実行へ）

（背景）• 公共施設が更新時期を迎えているが、地
方公共団体の財政状況が厳しい。

• 人口減少等より公共施設の利用需要が変
化していく。

• 市町村合併後の施設全体の最適化を図る。

（関係 計画等） 施設
担当
組織

学務
課

学校
長

    
   
課

各
所管
課

教育
総務
課

財政
部門

教育環境の向上とコストの最適化

部局横断的な
コストの最適化

部局横断的な
検討体制の構築

現 状 計画案１ 計画案２

県費

整備費

維持管理費

市費

管理
運営費

教職員
人件費

施設面

英語学習
ICT等

（再編計画例）

一体となって行う

地域 家庭

学校

一人一人の学びを支える
教育を推進するために 地域ボランティア指

導員によるサポート
ALTとクラス担任に
よる会話重視授業

望ましい学習環境の見える化

「学校施設等の整備・管理に係る部局横断的な実行計画の解説書」（概要）

インフラ長寿命化基本計画（平成25年インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議決定）等に基づき、各地方公共団体において、公共施設等総合
管理計画や各個別施設計画（学校施設の長寿命化計画等）を策定されているところです。

今後、教育環境向上と老朽化対策の一体的整備や国土強靱化、脱炭素化等の学校施設を取り巻く様々な課題に対応した整備・管理に、コストの最適化を
図るなど計画的・効率的に取り組んでいくに当たっては、教育委員会のみで対応するのではなく、首長部局との間で横断的な検討体制を構築し、個別施設
計画について不断の見直しを行い、充実させていくことが重要です。


